
　
加
藤
幸
雄
弁
護
士
は
、
長
年
民
事
裁

判
官
と
し
て
多
く
の
民
事
事
件
と
向
き

合
い
、事
件
処
理
に
あ
た
っ
て
い
た
が
、

昨
年
、
名
古
屋
地
裁
所
長
を
定
年
に
よ

り
退
官
し
た
。
そ
し
て
今
年
、
弁
護
士

登
録
を
し
て
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
で
活

動
を
始
め
て
い
る
。

　
豊
橋
市
出
身
の
加
藤
弁
護
士
は
、
昭

和
四
十
四
年
に
名
古
屋
大
学
法
学
部
に

入
学
、
勉
学
に
励
み
、
進
路
を
選
ぶ
際

に
「
大
企
業
の
歯
車
に
は
な
り
た
く
な

い
」と
の
思
い
か
ら
選
ん
だ
の
が
“
自

由
闊
達
な
法
律
家
の
道
”
。
弁
護
士
、

検
事
、
裁
判
官
…
…
進
む
べ
き
道
は
絞

ら
れ
た
。

　「
対
人
関
係
に
自
信
が
あ
る
わ
け
で

は
な
い
。
な
ら
ば
資
料
を
じ
っ
く
り
読

み
解
い
て
裁
判
の
結
論
を
下
す
裁
判
官

の
道
に
―
―
」

　
大
学
院
を
経
て
、
司
法
修
習
生
を
修

了
し
た
際
、
同
期
生
約
五
〇
〇
人
中
、

四
〇
〇
人
が
弁
護
士
志
望
。
裁
判
官
は

七
〇
人
ほ
ど
で
、
検
事
と
併
せ
て
の
少

数
派
だ
っ
た
。

　
裁
判
官
と
し
て
名
古
屋
、
姫
路
、
八

王
子
、
金
沢
、
東
京
、
那
覇
な
ど
の
勤

務
地
で
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
特
徴
あ

る
事
件
も
担
当
し
た
が
、
過
半
の
二
二

年
間
は
、
地
元
名
古
屋
で
の
活
動
と

な
っ
た
。
名
古
屋
で
は
、
地
裁
の
裁
判

長
を
六
年
、
高
裁
の
裁
判
長
を
一
年
四

カ
月
務
め
、
最
終
ポ
ス
ト
は
名
古
屋
地

裁
所
長
と
し
て
後
進
の
指
導
等
に
当

た
っ
て
き
た
。

　「
面
白
み
の
な
い
裁
判
官
だ
っ
た
こ

と
は
認
め
る
し
、
波
乱
万
丈
な
半
生
で

も
な
か
っ
た
。
だ
が
、
資
料
は
静
か
な

と
こ
ろ
で
じ
っ
く
り
目
を
通
し
、
良
心

に
従
い
判
決
を
下
し
て
き
た
」

　
加
藤
弁
護
士
の
駆
け
出
し
時
代
は
、


